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愛
媛
県
内
で
は
、温
州
み
か
ん
が
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

県
内
最
大
の
み
か
ん
産
地
・
Ｊ
Ａ
に
し
う
わ
で
は
約
３
３
、０
０ 

０
ｔ
（
前
年
比
98
％
）
の
出
荷
を
計
画
。
愛
媛
県
内
（
５
９
、９
４
３

ｔ
計
画
）
の
５
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
例
年
よ
り
10
億

円
高
い
１
０
０
億
円
の
販
売
目
標
を
掲
げ
て
、
日
の
丸
・
真
穴
・
川

上
な
ど
10
の
共
選
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
み
か

ん
が
、
関
東
を
中
心
に
全
国
へ
と
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
に
し
う
わ
は
、
み
か
ん
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
“
一
番

美
味
し
く
な
る
時
期
に
、
消
費
者
の
口
に
届
け
ら
れ
る
”
出
荷
に
こ

だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
11
月
初
旬
の
初
出
荷
の
段
階
か
ら
、
市
場
到
着

時
の
品
質
を
逆
算
し
、
９
分
着
色
の
収
穫
を
徹
底
。
特
選
ブ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
は
糖
度
は
12
～
13
度
、
酸
度
・
外
観
も
高
い
基
準
値
を
設

け
、
消
費
者
目
線
に
た
っ
た
価
格
以
上
の
価
値
観
を
追
求
し
て
い
ま

す
。
今
年
産
は
、
糖
酸
バ
ラ
ン
ス
が
非
常
に
良
好
で
市
場
・
販
売
店

か
ら
も
食
味
は
高
評
価
、
最
盛
期
は
日
量
約
９
０
０
ｔ
を
出
荷
予
定

で
す
。

　

温
州
み
か
ん
は
贈
答
需
要
の
12
月
を
ピ
ー
ク
に
年
内
が
本
番
、
年

明
け
は
有
袋
完
熟
な
ど
の
こ
だ
わ
り
み
か
ん
が
出
回
り
ま
す
。

Vol.144

み
か
ん
の
出
荷

（
Ｊ
Ａ
に
し
う
わ
）

▼

Ｊ
Ａ
に
し
う
わ
の
選
果
風
景
。
プ
ロ
の
目
で
一
つ
一
つ
を
見
極
め
る

▼

Ｊ
Ａ
に
し
う
わ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み

か
ん
ち
ゃ
ん
」
が
お
い
し
い
み
か
ん
を

全
国
へ
お
届
け
し
ま
ー
す！

JA周桑

今治市伯方町
北浦地区

今治市波方町今治市波方町今治市波方町

JAにしうわ
川上共選

今治市波方町

JAにしうわ



今月の表紙

　家族みんなの年末大掃除は12月の恒
例イベントです。普段はできないところ
もチェックして。家のメンテナンスも兼
ね、なくしものが見つかるなんてラッ
キーなコトがあるかもしれません。家中
がキレイになり、気持ちもスッキリとし
たところで、新年を迎える準備にかかり
ましょう。未来へと希望をつなぐ一歩で
す。
●表紙：大掃除
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

農の風景Vol.144

ミカンの出荷
（ＪＡにしうわ）

●2　 　〈特集〉

	 レインボーフェスティバル in えひめ2012
	 体験・交流を通じて
　　食と農の大切さをアピール
●5　　 THE・ねっとわーく

●7　　 統計BOX

●8　　 第35回ＪＡ愛媛県大会

地域とともに、食と農を通じた
豊かな愛媛づくりを決議

●12　　 ふるさと  ESSAY  VOL.212

恩を知り、
経験を知識に変えて、醸す酒
中城　英敏さん

●14　　 TOPIC NEWS

●17　　 なんでもBOX

●18　　 JAふるさと自慢Vol.144「直売所めぐり」

 金生ふれあい市〜JAうま〜

●20　　 READERS通信
NOW  NOW  COOKING 〈今月の素材〉ゴボウ

December 2012

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ja-fresh/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　



▲関係者のテープカット
で一斉に入場

▲終日賑わった会場

▲ちびっ子プレゼントに笑顔

▲あいさつする岡本会長
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
グ
ル
ー
プ
は
、
11
月
３
日
㈯
、
松
山
市
大
可
賀
の
ア
イ
テ

ム
え
ひ
め
で
、「
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
え
ひ
め
２
０
１
２
」
を
開

き
ま
し
た
。
会
場
は
大
勢
の
人
出
で
賑
わ
い
、
２
万
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
生
産
者
と
消
費
者

を
結
ぶ
懸
け
橋
」
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
全
農
え

ひ
め
と
グ
ル
ー
プ
７
社
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
県
内
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
、
今
回
が
20
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
、グ
ル
ー

プ
会
社
の
ほ
か
、
県
内
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
組

織
な
ど
39
団
体
か
ら
旬
の
青
果
物
や
農
産

加
工
品
な
ど
地
域
特
産
品
が
勢
ぞ
ろ
い
。

各
ブ
ー
ス
で
は
、
試
食
や
袋
詰
め
な
ど
趣

向
を
凝
ら
し
な
が
ら
即
売
し
、
旬
の
味
覚

を
買
い
求
め
る
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
お
に
ぎ
り
や
う
ど
ん
、
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
づ
く
り
、
餅
つ
き
、
大
型
農
機
の

試
乗
、
寄
せ
植
え
な
ど
を
通
じ
て
「
食
と

農
の
大
切
さ
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

体
験
・
交
流
を
通
じ
て

食
と
農
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル

in えひめ2012in えひめ2012



▲終日長蛇の列 ▲ちょっと入れすぎたかな？
▲飾りもバッチリ！

▲おにぎりづくりに悪戦苦闘

▲腕をまくってあん餅づくり
▲農機試乗

▲お茶をきゅうすで入れてみよう！▲寄せ植え
▲㈱えひめ飲料コーナーのガラポン抽選会では
ジュースセットをゲット

▲うどんづくり

▲うどん完成
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ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
Ｊ
Ａ
全

農
え
ひ
め
の
諏
訪
玄
県
本
部
長
と
愛
媛
み

か
ん
大
使
が
参
加
し
て
、「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー

ド
」
の
ス
タ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
ち

び
っ
子
を
対
象
に
「
み
か
ん
の
皮
早
む
き

大
会
」
等
を
実
施
し
、
11
月
３
日
の
「
み

か
ん
の
日
」
か
ら
４
月
14
日
の
「
オ
レ
ン

ジ
デ
ー
」ま
で
実
施
す
る「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー

ド
」
の
取
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

畜
産
フ
ェ
ア
で
は
、
伊
予
牛
「
絹
の

味
」、「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
の
試
食
販

売
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
豚
肉
の
部
位
カ
ッ
ト

＆
セ
リ
販
売
な
ど
を
通
じ
て
愛
媛
ブ
ラ
ン

ド
肉
の
消
費
拡
大
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ふ
る
さ
と
の
食　

に
っ
ぽ
ん

の
食
」
愛
媛
県
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て

実
施
し
た
、
食
べ
物
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

＆
紙
切
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
子
ど
も
た
ち

の
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
職
員
が
持
ち
寄
っ
た
品
物

の
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
」
や
「
豚
肉
の

セ
リ
販
売
」
な
ど
を
通
じ
て
集
ま
っ
た

11
万
３
、３
０
０
円
は
、
全
農
全
国
統
一

活
動
と
し
て
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
日
本
大
震
災
義

援
金
」
に
全
額
寄
付
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
・
団
体
の
ご
協
力
に
よ
り
、
地
元

の
皆
様
に
「
豊
か
な
食
文
化
の
提
供
」「
愛

媛
農
業
へ
の
理
解
促
進
」
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

ポンジュース蛇口コーナーポンジュース蛇口コーナーポンジュース蛇口コーナー



▲早い！みかん早むき大会

▲ＪＡえひめ南は、じゃこ天の他にみかん袋詰め放題

▲ＪＡ松山市はピーマン袋詰め放題が人気！

▲椎茸同志会恒例の乾椎茸つかみどり

▲たまご袋詰め放題（ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱）

▲女性協と青壮年連盟のもちつきは休む時間もな
いくらい

▲ＪＡ今治立花は旬のレンコンをアピール

▲ＪＡおちいまばりは豚肉の串焼き

▲ＪＡひがしうわは「れんげ市場」が出展

▲ＪＡにしうわは、みかんと加工品を販売

▲ＪＡ愛媛たいきは、柿の試食販売が人気！

▲セリは大盛況

★オレンジロードイベント★オレンジロードイベント★オレンジロードイベント

★豚肉カット＆セリ★豚肉カット＆セリ★豚肉カット＆セリ

▲参加者はみかん大使とじゃんけんで決定！
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Ｊ
Ａ
全
農
は
、
メ
ー

カ
ー
各
社
と
交
渉
を
行

い
、
平
成
24
肥
料
年
度
春

肥
（
平
成
24
年
11
月
～
平

成
25
年
５
月
）
の
肥
料
供
給
価
格
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

肥
料
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
、国
産
ナ
フ
サ
、

重
油
価
格
、
電
力
料
金
の
値
上
が
り
に
よ

る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
理
由
に
、
高
度
化
成

で
約
０
・
５
％
の
値
上
げ
要
求
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｊ
Ａ
全
農
は
厳
し
さ

を
増
す
農
業
・
農
家
の
状
況
を
踏
ま
え
、

農
家
の
負
担
増
を
回
避
す
る
と
い
う
立
場

か
ら
、
製
造
諸
経
費
の
値
上
げ
要
因
は

メ
ー
カ
ー
で
吸
収
す
る
こ
と
を
求
め
、
Ｊ

①�　

土
壌
分
析
・
診
断
に
も
と
づ
く
適
正

施
肥
の
実
施

　

土
壌
診
断
室
で
の
分
析
を
基
本
に
、
土

壌
診
断
に
基
づ
い
た
適
正
施
肥
を
強
化
す

る
た
め
、「
第
３
期
生
産
・
販
売
・
購
買

一
体
事
業
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
担

い
手
に
対
す
る
無
償
土
壌
診
断
」
を
継
続

す
る
。

②�　

低
成
分
肥
料
お
よ
び
四
国
地
区
低
コ

ス
ト
配
合
肥
料
の
普
及
拡
大

　

低
成
分
肥
料
「
し
あ
わ
せ
化
成
」
や
四

国
地
区
低
コ
ス
ト
配
合
肥
料「
い
ざ
な
み
・

農
援
隊
」
へ
の
銘
柄
集
約
を
進
め
る
。

③　

省
力
型
施
肥
技
術
の
普
及
推
進

　

被
覆
肥
料
な
ど
の
肥
効
調
節
型
肥
料
に

よ
る
基
肥
一
発
施
肥
や
局
所
施
肥
法
な
ど

の
普
及
拡
大
に
取
り
組
む
。

　

特
に
水
稲
育
苗
箱
全
量
施
肥
栽
培
「
苗

箱
ま
か
せ
」
に
つ
い
て
は
、
担
い
手
の

協
力
を
得
て
省
力
化
実
証
展
示
圃
を
設
置

し
、省
力
栽
培
体
系
の
確
立
に
取
り
組
む
。

④　

安
価
な
国
内
未
利
用
資
源
の
活
用

　

鶏
糞
燃
焼
灰
等
、
地
域
で
発
生
す
る
安

価
な
国
内
未
利
用
資
源
を
原
料
と
し
て
活

用
し
た
低
コ
ス
ト
肥
料
の
普
及
に
取
り
組

む
。

⑤　

物
流
合
理
化
の
推
進

　

広
域
物
流
整
備
に
よ
る
物
流
合
理
化
を

通
じ
て
、
新
た
な
地
域
総
合
物
流
化
を
進

め
る
。

Ａ
全
農
の
輸
入
す
る
海
外
原
料
は
値
下
げ

要
因
を
最
大
限
折
り
込
み
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、主
要
品
目
の
高
度
化
成
は
値
下
げ
、

単
肥
は
、
窒
素
質
肥
料
が
据
え
置
き
（
輸

入
尿
素
は
値
下
げ
）、
燐
酸
質
肥
料
と
加

里
質
肥
料
は
値
下
げ
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど

の
品
目
で
値
下
げ
と
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
取
組
み

　

今
後
も
海
外
肥
料
原
料
価
格
は
上
昇
基

調
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

施
肥
コ
ス
ト
抑
制
対
策
に
一
層
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

肥料
農薬課

平
成
24
肥
料
年
度
春
肥
価
格
が

決
定
！

平成24肥�春肥�価格決定内容
（対県向け価格） （単位：20㎏、％）

分類 品目 成分
決定内容

変動率

窒
素
質

尿素（輸入） 46 ▲2.4

尿素（国産） 46 0.0

硫安（大粒） 21 0.0

硫安（粉） 21 0.0

塩安 25 0.0

石灰窒素 21 0.0

燐
酸
質

過石 17 ▲1.1

重過石 34 ▲1.1

熔燐 20 ▲1.1

重焼燐 35 ▲1.0

加
里
質

塩加 60 ▲2.5

硫加 50 ▲3.3

珪酸加里 20 ▲0.5

複
合
肥
料

高度化成（一般） 15-15-15 ▲0.7

高度化成（機能） 15-15-15 ▲1.1

PKセーブ488 14-8-8 ▲0.4

普通化成 8-8-5 ▲0.7

有機化成 8-8-8-3 0.0
※ＪＡ・農家向けの供給価格の変動率とは一致しません。
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、

４
月
14
日
「
オ
レ
ン
ジ

デ
ー
」
を
「
愛
を
深
め
る
」

記
念
日
と
し
て
定
着
さ

せ
、
新
た
な
需
要
を
掘
り
起
こ
し
販
売
拡

大
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
11
月
３
日
「
み
か

ん
の
日
」
か
ら
４
月
14
日
ま
で
「
愛
の
オ

レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」
と
し
て
、消
費
拡
大
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。

　

11
月
１
日
に
は
、
愛
媛
産
早
生
み
か
ん

の
本
格
販
売
と
愛
媛
み
か
ん
消
費
宣
伝

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
を
前
に
、
岡

本
健
治
運
営
委
員
会
会
長
と
愛
媛
み
か
ん

大
使
ら
が
、
愛
媛
県
庁
に
中
村
時
広
県
知

事
を
表
敬
訪
問
し
、
今
年
産
の
み
か
ん
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

み
か
ん
大
使
は
、「
生
産
者
が
丹
精
込
め

て
生
産
し
た
愛
媛
の
美
味
し
い
ミ
カ
ン
を
、

全
国
の
皆
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
す
」
と

元
気
よ
く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
臨
む
決
意
を

伝
え
、
愛
媛
み
か
ん
を
贈
呈
。
中
村
知
事

か
ら
「
愛
媛
は
か
ん
き
つ
生
産
量
日
本
一

「
愛
の
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」
ス
タ
ー
ト

愛
媛
み
か
ん
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

青果
販売課

大
田
市
場
で
初
荷
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、

早
生
み
か
ん
の
出
荷
ス
タ
ー
ト
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
日
に
は
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
前
広

場
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
愛
媛
県
観

光
・
物
産
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
、
10
日

に
は
「
西
銀
座
」
晴
海
通
り
側
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
で
、
愛
媛
み
か
ん
を
約
１
万
人
に
サ

ン
プ
リ
ン
グ
（
無
料
配
布
）。
こ
の
ほ
か
、

マ
ス
コ
ミ
訪
問
活
動
や
店
頭
販
促
活
動
を

精
力
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、
県
内
Ｊ
Ａ
と

一
体
と
な
っ
て
、
温
州
み
か
ん
や
次
々
と

旬
を
迎
え
る
愛
媛
産
か
ん
き
つ
の
消
費
拡

大
と
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
の
定
着
に
向
け
、

全
国
に
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

で
、
品
質
も
抜
群
、
種
類
も
多
い
。
特
徴

を
し
っ
か
り
覚
え
て
、
全
国
・
海
外
に
産

地
を
代
表
し
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
て
ほ
し
い
」

と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

愛
媛
み
か
ん
消
費
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

今
年
の
愛
媛
み
か
ん
消
費
宣
伝
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
11
月
３
日
の
「
み
か
ん
の
日
」

に
あ
わ
せ
、「
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
会
場
で
、
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
ス
タ
ー

ト
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
そ
の
後
、
11
月
８

日
～
11
月
12
日
ま
で
、
首
都
圏
と
関
西
地

区
で
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
展
開
し
ま

し
た
。

　

県
内
早
生
み
か
ん
が
出
揃
っ
た
11
月
８

日
に
は
、
県
内
主
産
地
と
と
も
に
東
京
・

▲11月１日中村知事（中央）を表敬訪問

▲11月３日オレンジロードスタートイベント。あいさつする諏訪県本部長

▲11月８日東京・大田市場初荷セレモニー

▲西銀座サンプリング
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7

地
は
、
食
料
の
安
定
供
給
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
地
域
や
生
き
物
の

生
活
環
境
を
守
る
多
面
的
機
能
を
発
揮
す

る
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
国
民
の
貴
重
な
財

産
で
す
。
今
月
は
全
国
及
び
愛
媛
県
の
平

成
24
年
耕
地
面
積
を
み
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
７
月
15
日
現
在
の
全
国
の
耕

地
面
積（
田
畑
計
）は
４
５
４
万
９
、０
０
０

ha
で
、
宅
地
等
へ
の
転
用
、
耕
作
放
棄
等

に
よ
り
前
年
に
比
べ
１
万
２
、０
０
０
ha

（
０
・
３
％
）
減
少
し
ま
し
た
。
田
畑
別
に

み
る
と
、
田
は
２
４
６
万
９
、０
０
０
ha
、

畑
は
２
０
８
万
ha
で
、
前
年
に
比
べ
て
そ

れ
ぞ
れ
５
、０
０
０
ha
（
０
・
２
％
）、
７
、

０
０
０
ha（
０
・３
％
）減
少
し
ま
し
た（
図

１
）。

　

愛
媛
県
に
お
け
る
耕
地
面
積（
田
畑
計
）

は
５
万
２
、６
０
０
ha
で
、
主
に
耕
作
放

棄
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
前
年
に
比
べ
て

齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
等
の
「
人
と
農
地
の
問

題
」
が
あ
り
、
５
年
後
、
10
年
後
の
展
望

が
描
け
な
い
地
域
が
増
え
て
い
ま
す
。
農

林
水
産
省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
人
と
農

地
の
問
題
」
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ま

れ
る
集
落
・
地
域
の
皆
さ
ん
の
一
助
と
な

る
よ
う
、新
し
い
施
策
を
用
意
し
ま
し
た
。

地
域
農
業
の
あ
り
方
や
今
後
の
地
域
の
中

心
と
な
る
経
営
体
等
を
定
め
た
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
（
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
）」
の
作
成
に
必
要
な
集
落
の
合
意
形

成
活
動
や
新
規
就
農
者
、
農
地
の
集
積
等

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー　

農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

５
０
０
ha
（
０
・
９
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

田
畑
別
に
は
、
田
は
２
万
３
、８
０
０
ha
、

畑
は
２
万
８
、８
０
０
ha
で
、
前
年
に
比

べ
て
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
ha
（
０
・
４
％
）、

４
０
０
ha
（
１
・
４
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
の
耕
地
を
種
類
別
に
み
た

面
積
割
合
は
、
田
が
45
・
２
％
、
畑
が

54
・
８
％
で
、
畑
の
内
訳
は
普
通
畑
12
・

４
％
、樹
園
地
42
・
０
％
、牧
草
地
０
・
４
％

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

愛
媛
県
の
耕
地
面
積
の
推
移
を
み
る

と
、
昭
和
50
年
に
比
べ
３
万
９
０
０
ha

（
37
・
０
％
）
減
少
し
、
田
は
１
万
８
０
０

ha
（
31
・
２
％
）、
畑
は
２
万
１
０
０
ha

（
41
・
１
％
）、
畑
の
種
類
別
に
は
、
普
通

畑
は
１
、８
２
０
ha
（
21
・
８
％
）、

樹
園
地
は
１
万
８
、１
０
０
ha
（
45
・

０
％
）、
牧
草
地
は
１
６
５
ha
（
45
・

７
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
（
図
３
）。

全国の耕地面積は454万9,000ha
－ 平成24年耕地面積（７月15日現在）調査結果の概要から －

耕

愛
媛
県
は
昭
和
50
年
に
比
べ

37
％
の
耕
地
が
減
少

愛
媛
県
は
田
よ
り
畑
が
多
く
、

耕
地
の
４
割
は
樹
園
地

図１　耕地種類別面積割合（全国）

牧草地
61万3,300ha
13.5％

樹園地
2万2,100ha
42.0％

平成24年
耕地面積

454万9,000ha
（100％）

田
246万9,000ha
54.3％

畑
208万ha
45.7％

普通畑
116万4,000ha
25.6％

樹園地
30万3,200ha
6.7％

図２　耕地種類別面積割合（愛媛県）

普通畑
6,520ha
12.4％

牧草地
196ha
0.4％

畑
2万8,800ha
54.8％

田
2万3,800ha
45.2％

平成24年
耕地面積
５万2,600ha
（100％）

図３　田・畑種類別耕地面積の推移（愛媛県）
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１
．�

次
代
へ
つ
な
ぐ
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
・
実
践

　

若
者
・
高
齢
者
・
女
性
等
地
域
の
全
て

の
農
家
が
徹
底
し
た
話
し
合
い
を
行
い
、

「
10
年
後
の
地
域
農
業
が
成
り
立
つ
姿
」

（
地
域
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
描
き
ま
す
。

こ
の
「
地
域
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
に

向
け
、
地
域
農
業
を
支
え
る
担
い
手
づ
く

り
と
農
地
の
活
用
、
農
地
相
続
対
策
も
含

め
た
担
い
手
へ
の
総
合
的
な
経
営
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

２
．�

農
業
所
得
向
上
を
支
援
す
る
生
産
販

売
戦
略
の
実
践

　

市
場
販
売
の
重
点
化
を
図
る
た
め
、
市

場
や
実
需
者
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
市
場
販
売
に
重
点

を
置
き
な
が
ら
、
多
元
的
な
販
売
チ
ャ
ネ

ル
に
対
応
し
た
部
会
・
共
販
組
織
の
体
制

強
化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
に
根

ざ
し
た
生
産
販
売
を
進
め
る
た
め
、
販
売

を
起
点
と
し
た
生
産
指
導
な
ど
事
業
提
案

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
市
場
販
売
の
重
点
化
と
多
元
的
な
販
売

チ
ャ
ネ
ル
の
対
応
強
化
の
取
組
み
】

①�　

担
い
手
の
農
業
所
得
確
保
に
向
け
た

■
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
め
ざ
す
姿（
10
年
後
）

○�

消
費
者
の
信
頼
に
こ
た
え
、
安
全
で
安

心
な
県
産
農
畜
産
物
を
持
続
的
・
安
定

的
に
供
給
で
き
る
地
域
農
業
を
支
え
、

農
業
所
得
の
向
上
を
支
え
る
姿

○�

総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
一
翼
を
担
い
、
協
同
の
力
で
豊

か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現

に
貢
献
し
て
い
る
姿

○�

次
世
代
と
と
も
に
、「
食
と
農
を
基
軸

と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」

と
し
て
、
存
立
し
て
い
る
姿

■�

め
ざ
す
姿
の
実
現
に
向
け
て
３
つ
の
戦

略
と
広
報
活
動

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
は
、
め
ざ
す
姿
の

実
現
に
向
け
、次
の
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

①�　

担
い
手
づ
く
り
に
よ
る
愛
媛
農
業
の

発
展

②�　

豊
か
で
く
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の

実
現

③�　

次
世
代
と
と
も
に
地
域
に
根
ざ
し
た

協
同
組
合
と
し
て
の
役
割
発
揮

④�　
Ｊ
Ａ
と
農
業
へ
の
正
し
い
県
民
理
解

の
醸
成
に
向
け
た
広
報
活
動
の
実
践

第35回ＪＡ愛媛県大会

地域とともに、食と農を通じた
豊かな愛媛づくりを決議

　ＪＡグループ愛媛は、11月９日、松山市のＪＡ愛媛で、「第35回ＪＡ愛媛県大会」を開催しま
した。
　大会には、ＪＡグループ愛媛の役職員など約220人が出席。「地域とともに、食と農を通じた
豊かな愛媛づくり～次代へつなごう『協同の力』～」を基本方針に、ＪＡグループの10年後のめ
ざす姿の実現に向け、今後３年間の取組みを決議しました。
　大会宣言では、「農家と地域を豊かにする『協同の力』を次代へつなぐため、今こそ組合員・役
職員が一丸となり、大会決議を実践し、組合員・地域住民の付託に応えていく」ことを宣言しました。
　また、「TPP交渉参加断固阻止に向けた運動の展開に関する特別決議」も満場一致で採択しました。

基
本
的
考
え
方

担
い
手
づ
く
り
に
よ
る

愛
媛
農
業
の
発
展
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立
っ
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
の
議
論
を
深
め

て
い
き
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
Ｅ
Ｐ

Ａ
交
渉
に
つ
い
て
も
適
正
な
関
税
措
置
を

求
め
る
基
本
的
な
立
場
を
堅
持
し
ま
す
。

　
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
で

掲
げ
た
食
料
自
給
率
50
％
の
達
成
に
向

け
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
政
策
提
案

を
行
う
な
ど
、
農
業
予
算
対
策
、
税
制
改

正
等
へ
の
対
応
、
品
目
別
の
経
営
所
得
安

定
対
策
の
確
立
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
現
場
実
態
に
即
し
た
政
策
提
案

や
意
見
提
言
を
行
い
、
行
政
に
具
体
的
な

政
策
支
援
を
求
め
て
い
く
等
、
組
合
員
の

意
思
結
集
に
よ
る
政
策
提
案
型
の
農
政
運

動
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

【
品
目
別
政
策
確
立
に
向
け
た
取
組
み
】

①�　
「
新
た
な
直
接
支
払
い
制
度
」
を
基

本
に
し
た
総
合
的
な
農
業
政
策
の
確
立

②�　

土
地
利
用
型
農
業
（
水
田
農
業
）
の

政
策
確
立
、
畜
産
・
酪
農
対
策
、
果
樹
・

野
菜
対
策

③　

耕
作
放
棄
地
・
鳥
獣
被
害
対
策

④　

税
制
抜
本
改
革

１
．�

地
域
を
支
え
る
Ｊ
Ａ
の
総
合
機
能
の

発
揮

　
Ｊ
Ａ
は
食
農
教
育
・
高
齢
者
生
活
支
援

販
売
提
案
力
の
強
化

②�　

販
売
力
強
化
に
向
け
た
生
産
指
導
の

強
化

③�　

生
産
計
画
に
連
動
し
た
予
約
結
集
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
農
薬
・
大
型
規
格
品
の

普
及
拡
大
等
に
よ
る
低
コ
ス
ト
資
材
の

供
給

④�　

施
設
整
備
と
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業

運
営

⑤�　
「
え
ひ
め
の
食
企
画
」、「
オ
レ
ン
ジ

ロ
ー
ド
企
画
」
等
を
通
じ
、
消
費
者
と

生
産
者
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

と
Ｐ
Ｒ
事
業

３
．�

持
続
可
能
な
地
域
農
業
実
践
に
向
け

た
新
た
な
政
策
等
の
確
立

　

例
外
な
き
関
税
化
、
極
端
な
市
場
原

理
主
義
を
指
向
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加

は
、
食
料
自
給
率
の
向
上
や
持
続
可
能
な

地
域
農
業
の
振
興
と
相
容
れ
な
い
も
の
で

あ
り
、
国
民
生
活
に
も
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛

は
、「
食
と
く
ら
し
と
地
域
を
守
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
愛
媛
」
の
各
団
体
と
連
携
し
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
阻
止
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
後
も
参
加
阻
止
運
動
を
継
続
し
て
い

く
中
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
正
確
な
情

報
開
示
と
公
正
で
広
範
な
国
民
的
議
論
の

徹
底
を
求
め
、
あ
く
ま
で
国
益
の
視
点
に

■めざす姿の実現に向けての３つの戦略と広報活動

〈JA経営戦略〉

消費者の信頼にこたえ、安全で安心な県
産農畜産物を持続的・安定的に供給でき
る地域農業を支え、農業所得の向上を支
える姿。

総合事業を通じて地域のライフラインの
一翼を担い、協同の力で豊かで暮らしや
すい地域社会の実現に貢献している姿。

次世代とともに、「食と農を基軸として地
域に根ざした協同組合」として、存立して
いる姿。

①担い手づくりによる愛媛農業の発展 ②豊かでくらしやすい地域社会の実現

③次代とともに地域に根ざした
　協同組合としての役割発揮

JA運営基盤

JA経営基盤

JA地域農業戦略

「県民理解の醸成」に向けた広報活動

JA経営基盤戦略

JA地域くらし戦略

豊
か
で
く
ら
し
や
す
い

地
域
社
会
の
実
現

9



等
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
運
営
へ
の
多
様
な
参

画
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

１
．�

地
域
に
即
し
た
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
戦
略

を
策
定
し
、
実
践
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
戦
略
の
策
定
・
実
践
に

向
け
て
、拠
点
で
集
め
た
情
報
を
整
理
し
、

担
当
者
間
・
部
門
間
あ
る
い
は
本
支
所
間

で
利
活
用
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行

い
、
県
域
の
情
報
を
最
大
限
活
用
し
、
地

域
浸
透
戦
略
の
策
定
と
着
実
な
実
践
に
よ

る
安
定
経
営
の
確
保
を
め
ざ
し
ま
す
。

２
．�

次
代
に
つ
な
げ
る
事
業
利
用
・
活
動

を
通
じ
た
組
合
員
加
入
促
進
を
図
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
昭
和
10
年
代
生
ま
れ
ま
で

の
専
業
・
兼
業
農
家
（
組
合
員
第
１
世
代
）

が
中
心
と
な
っ
て
、
農
業
生
産
を
支
え
、

農
村
の
担
い
手
と
な
り
、
Ｊ
Ａ
を
創
り
あ

げ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
一
斉
に
世
代
交

代
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
（
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
で
は
、
70
歳
以
上
の
正

組
合
員
が
約
５
割
を
占
め
て
い
ま
す
）。

　

第
２
・
第
３
世
代
が
求
め
る
Ｊ
Ａ
事
業
、

世
代
交
代
に
伴
い
発
生
す
る
組
合
員
の
事

業
・
資
産
の
継
承
（
相
続
相
談
等
）
や
管

Ａ
地
域
く
ら
し
戦
略
」
を
策
定
し
ま
す
。

２
．�

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
「
Ｊ
Ａ
地

域
く
ら
し
戦
略
」
の
実
践

　

地
域
の
実
態
に
応
じ
た
「
Ｊ
Ａ
地
域
く

ら
し
戦
略
」
の
実
践
に
む
け
て
は
、
女
性

パ
ワ
ー
の
積
極
的
な
位
置
づ
け
を
行
い
、

女
性
組
織
の
取
組
み
を
Ｊ
Ａ
の
事
業
戦
略

と
し
て
と
ら
え
、積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

ま
た
「
食
と
農
」
を
基
軸
と
し
て
、
地
域

内
の
組
合
員
・
地
域
住
民
の
ほ
か
他
業
種

等
と
の
交
流
、
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
や
次

世
代
対
策
に
む
け
た
Ｊ
Ａ
食
農
教
育
の
取

り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

３
．
高
齢
者
へ
の
総
合
的
な
支
援

　
Ｊ
Ａ
ら
し
い
高
齢
者
福
祉
事
業
、
助
け

合
い
活
動
、
元
気
な
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
事
業
・
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
地
域
社
会
の

実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

４
．�

組
合
員
組
織
の
活
性
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
教
育
文
化
活
動
の
充
実
強
化
を
は

か
り
、
組
合
員
意
識
の
醸
成
を
進
め
、
Ｊ

Ａ
の
組
織
事
業
基
盤
を
強
化
し
ま
す
。

　

女
性
の
Ｊ
Ａ
運
営
へ
の
参
画
に
対
す
る

主
体
的
意
識
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
Ｊ
Ａ

を
よ
り
活
性
化
す
る
た
め
に
青
壮
年
組
織

事
業
等
の
「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
」
を
通

じ
、
組
合
員
・
地
域
社
会
が
安
心
し
て
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
」
は
、
組
合
員
・

地
域
住
民
が
く
ら
し
の
中
で
様
々
な
思
い

や
ニ
ー
ズ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
行

う
自
主
的
な
取
り
組
み
を
、
Ｊ
Ａ
が
食
農

教
育
・
高
齢
者
生
活
支
援
等
を
通
じ
て
サ

ポ
ー
ト
す
る
活
動
で
す
。
Ｊ
Ａ
で
は
、
地

域
ご
と
に
異
な
る
組
合
員
・
地
域
住
民
の

く
ら
し
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、「
Ｊ

地域の
ライフライン
（生活インフラ）
をサポート

◎地域における

　JAの機能発揮

地域
コミュニティ
の活性化

○健康

○生活文化・教育

○家族・いきがい

　　　　　　　等

〈重点〉

○高齢者

○女性

○子ども

活動の
場づくり

◎JAくらしの

　活動を通じた

　ニーズへの対応

◎組合員等の

　多様なニーズ

参加・協同

多様なくらしの活動を行うグループや、
女性組織・助けあい組織等

「JA地域くらし戦略」の実践

支　援

連

　携

■「JA地域くらし戦略」の実践による協同の輪の拡大（概念図）

○生活・購買事業

○信用事業

○共済事業

○介護・医療事業

○資産管理事業

○直売・加工事業

○旅行事業

○葬祭事業　等

〈JA事業〉〈JAくらしの活動〉

○食農教育
・あぐりスクール
・学校給食への食材提供
・市民・体験農園、
　農業塾　等

○高齢者生活支援
・健康寿命100歳
　プロジェクト
・配食サービス　等

○その他
・子育て支援、
　JA女性大学
・都市農村交流　等

次
代
と
と
も
に
地
域
に
根
ざ
し
た

協
同
組
合
と
し
て
の
役
割
発
揮

10



　

検
診
事
業
の
積
極
的
展
開
、
診
療
事
業

の
充
実
、
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
に
よ
る
健
康
増

進
活
動
の
展
開
。

【
酪
農
事
業
】

　

事
業
機
能
の
強
化
、
財
務
力
の
強
化
。

１
．�

経
営
戦
略
と
し
て
の
広
報
活
動
の
位

置
づ
け
の
明
確
化
と
体
制
強
化

　

組
合
員
・
役
職
員
の
情
報
共
有
化
を
進

め
、
情
勢
認
識
の
一
体
化
を
図
る
と
と

も
に
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
（
主
体
性
）
の
再
確
認
と
一
体
感
あ

る
広
報
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

２
．�

食
料
・
農
業
・
Ｊ
Ａ
へ
の
県
民
理
解

の
醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み

　

効
果
的
か
つ
継
続
的
な
広
報
活
動
を
展

開
し
、「
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
地
域
に

根
ざ
す
協
同
組
合
」
と
し
て
、
県
民
理
解

の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

　

食
農
教
育
を
中
心
に
地
域
や
家
庭
に
活

動
の
輪
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
教
育
現
場

で
は
農
業
体
験
活
動
を
提
供
す
る
な
ど
食

と
農
の
大
切
さ
を
伝
え
、
地
域
農
業
を
応

援
し
て
も
ら
え
る
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

県
域
情
報
シ
ス
テ
ム
中
期
構
想
の
策

定
、
Ｊ
Ａ
愛
媛
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
情
報
コ
ス
ト
削
減
対
策
・
災
害
対
策
措

置
。

【
信
用
事
業
】

　

農
業
メ
イ
ン
バ
ン
ク
・
生
活
メ
イ
ン
バ

ン
ク
機
能
の
強
化
。

【
共
済
事
業
】

　

組
合
員
・
利
用
者
か
ら
選
ば
れ
続
け
る

保
障
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
組
合
員
・
利

用
者
対
応
力
の
向
上
に
向
け
た
取
組
み
、

地
域
に
根
ざ
し
た
地
域
貢
献
活
動
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
強
化
。

【
経
済
事
業
】

①�　

Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
の
補

完
・
支
援
機
能
の
発
揮
強
化
（
生
産
段

階
）
＝
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
強
化
に
よ
る
担

い
手
へ
の
産
地
振
興
、
担
い
手
結
集
に

よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
、
広
域
産
地

化
の
取
り
組
み
な
ど
。

②�　

愛
媛
チ
ー
ム
と
し
て
の
生
産
・
販
売

力
の
強
化
（
流
通
・
販
売
段
階
）
＝
多

様
化
販
売
へ
の
取
組
み
に
よ
る
販
売
体

制
の
強
化
、
Ｊ
Ａ
施
設
の
Ｊ
Ａ
間
相
互

活
用
。

③�　

組
合
員
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
た

事
業
展
開
＝
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
の

普
及
拡
大
、
高
齢
化
に
対
応
し
た
事
業

の
構
築
。

【
厚
生
事
業
】

理
に
つ
い
て
、
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

　

組
合
員
サ
ー
ク
ル
活
動
等
の
“
場
”
の

提
供
や
店
舗
運
営
委
員
会
な
ど
を
通
し

て
、
準
組
合
員
の
意
思
を
経
営
に
反
映
さ

せ
る
等
、
よ
り
組
合
員
満
足
の
得
ら
れ
る

「
組
合
員
メ
リ
ッ
ト
」
の
創
出
・
明
確
化
に

よ
っ
て
組
合
員
の
加
入
促
進
を
図
り
ま
す
。

３
．�

Ｊ
Ａ
経
営
の
健
全
性
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
る
健
全
な
財
務
基
盤
を
確

立
す
る
た
め
、
配
当
な
ど
組
合
員
へ
の
還

元
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
つ
つ
、
内
部
留
保

等
を
中
心
と
し
た
財
務
基
盤
の
拡
充
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災

害
時
に
備
え
た
目
的
積
み
立

て
な
ど
の
対
策
を
検
討
し
ま

す
。

４
．�「
活
力
あ
る
職
場
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
た
人
材

育
成
に
努
め
ま
す
。

　

組
合
員
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

応
え
る
た
め
、
職
員
自
ら
が

問
題
意
識
を
持
っ
て
行
動
す

る
た
め
、「
学
習
す
る
職
場

風
土
づ
く
り
」「
職
員
が
自

ら
考
え
行
動
す
る
職
場
風
土

づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。

５
．�

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
の

事
業
戦
略
の
方
向

【
中
央
会
機
能
】

　

新
た
な
中
央
会
改
革
行
動

計
画
の
策
定
、
中
央
会
に
求

め
ら
れ
る
機
能
発
揮
。

【
情
報
化
対
策
】

Ｊ
Ａ
と
農
業
へ
の
正
し
い

県
民
理
解
の
醸
成
に
向
け
た

広
報
活
動
の
実
践
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恩
を
知
り
、

経
験
を
知
識
に
変
え
て
、
醸
す
酒

　

昭
和
60
年
頃
の
こ
と
で
す
。
そ
の
年
の

一
連
の
酒
造
り
を
終
え
一
段
落
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
へ
杜
氏
さ
ん
か
ら
、「
体
調
を
壊

し
、
来
期
は
行
け
な
い
」
と
連
絡
が
入
り
ま

す
。
家
業
を
手
伝
っ
て
数
年
、
ひ
と
通
り
の

こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
、
私
が
や
ろ
う
。
30

歳
代
半
ば
の
私
は
、
無
鉄
砲
と
も
い
え
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
若
造
だ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。

　

最
初
は
人
集
め
か
ら
。

　

余
談
で
す
が
、
あ
る
杜
氏
さ
ん
と
話
を
し

た
と
き
に
、
若
い
子
に
「
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち

の
仕
事
は
仕
事
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
た
そ

う
で
す
。
土
・
日
曜
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
仕

事
だ
、
と
。
ま
る
で
笑
い
話
で
す
が
、
泊
ま

り
込
み
で
24
時
間
か
か
り
っ
き
り
な
ど
今
の

ご
時
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
は
ず
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

通
い
は
可
能
で
す
が
、
大
変
な
作
業
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
急
遽
、
ど

う
に
か
、
地
元
の
人
を
中
心
と
す
る
酒
造
り

チ
ー
ム
の
結
成
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

あ
た
か
も
自
分
で
つ
く
っ
た
チ
ー
ム
の
よ
う

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
中
・
高
校
時
代
か
ら

青
年
期
に
か
け
て
を
地
元
で
過
ご
し
て
い
な

い
私
は
友
達
も
伝つ

手て

も
な
く
、
自
分
で
は
何

も
で
き
ず
、
親
の
つ
な
が
り
が
チ
ー
ム
を
つ

く
っ
て
く
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。男
性
だ
け
を
集
め
る
の
は
困
難
で
、

男
性
は
２
人
、他
は
女
性
、地
元
の
お
ば
ち
ゃ

ん
た
ち
で
し
た
。
ま
だ
女
性
が
蔵
に
入
る
の

は
珍
し
か
っ
た
時
代
で
す
。

　

さ
て
、
理
解
し
て
い
た
は
ず
の
蔵
の
流
れ

は
、
経
営
者
サ
イ
ド
か
ら
の
も
の
だ
っ
た
と

後
で
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

実
際
の
酒
造
り
現
場
は
、
ち
ん
ぷ
ん
か
ん

ぷ
ん
だ
っ
た
の
で
す
。
段
取
り
八
分
と
は
よ

く
言
っ
た
も
の
で
す
が
、
米
を
洗
っ
て
蒸
す

の
は
わ
か
る
が
、
さ
て
道
具
は
？　

当
日
の

朝
に
な
っ
て
ス
コ
ッ
プ
だ
な
ん
だ
と
バ
タ
バ

タ
と
す
る
始
末
で
し
た
。

　

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
素
人
集
団
…
先
入

HIDETOSHI　NAKASIRO中城英敏
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し
た
。
そ
の
年
は
、
最
も
多
量
の
酒
を
造
っ

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
※

桶
売
り
主
体
か
ら
、
自
分
た
ち
で
や
る

か
ら
に
は
中
城
酒
造
の
ラ
ベ
ル
で
販
売
す
る

酒
造
り
を
や
っ
て
い
こ
う
。

　

精
米
歩
合
を
高
く
し
た
白
い
米
の
方
が
酒

は
旨
く
な
る
の
で
は
？　

通
常
70
％
の
精
米

を
、
さ
ら
に
10
％
磨
け
ば
さ
ら
に
よ
く
な
る

の
で
は
？　

試
し
て
み
る
と
そ
こ
が
落
と
し

穴
で
、
磨
く
ほ
ど
、
白
く
な
る
ほ
ど
に
水
を

多
く
吸
い
す
ぎ
て
、
柔
ら
か
く
、
溶
け
す
ぎ

る
蒸
し
あ
が
り
と
な
り
、
よ
い
酒
と
な
り
ま

せ
ん
。
単
に
米
を
磨
け
ば
い
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
精
米
歩
合
の
主
流
で
あ
る
70
％

が
最
も
酒
造
り
に
適
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
、身
を
も
っ
て
知
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

頭
で
っ
か
ち
だ
っ
た
知
識
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
生
の
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
ほ
ん
も
の
の

経
験
と
知
識
と
な
り
、
自
分
自
身
の
内
側
へ

と
染
み
入
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

あ
る
と
き
先
生
が
、「
中
城
さ
ん
は
、
全

国
新
酒
鑑
評
会
で
の
金
賞
受
賞
も
あ
っ
た
方

が
い
い
の
で
は
？
」
と
言
わ
れ
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。　
　
　
　
　
　

   （
以
下
、次
号
）

※ 

桶
売
り
…
酒
造
会
社
が
造
っ
た
酒
を
桶
ご

と
大
手
酒
造
会
社
に
売
る
こ
と
。

工
程
が
加
わ
っ
て
く
る
と
、
タ
ン
ク
を
空
け

な
け
れ
ば
そ
の
作
業
は
で
き
ま
せ
ん
。
日
中

に
仕
込
み
を
し
、
そ
れ
を
終
え
て
タ
ン
ク
を

空
け
、
夕
方
か
ら
絞
り
の
段
取
り
に
入
り
…

と
な
る
と
、
蔵
人
、
つ
ま
り
家
庭
の
主
婦
で

あ
る
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
を
夜
中
ま
で
引
っ
張

り
ま
わ
す
と
い
う
事
態
に
。
そ
れ
で
も
彼
女

た
ち
は
、「
ど
う
に
か
し
て
や
ら
ん
と
い
か

ん
」
と
い
う
一
念
を
も
っ
て
成
し
遂
げ
て
く

れ
た
、
大
変
な
製
造
責
任
者
元
年
と
な
り
ま

観
の
な
い
素
人
た
ち
は
、
先
生
（
国
税
局
の

鑑
定
官
）
と
私
の
い
う
こ
と
を
た
だ
た
だ

素
直
に
よ
く
聞
き
入
れ
て
く
れ
、
ま
た
、
女

性
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
は
非
常
に
丁
寧
で
清
潔

で
、
周
囲
の
心
配
を
よ
そ
に
す
べ
て
が
上
手

く
進
み
は
じ
め
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

　

当
時
は
５
０
０
石
（
１
升
瓶
約
５
万
本
）

近
く
を
造
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
醸
造
タ
ン

ク
も
た
く
さ
ん
の
本
数
を
造
ら
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
最
初
は
順
調
で
し
た
が
、
絞
る

▲冬の中城本家酒造。厳しい冷え込みが
旨い酒を造る
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　ＪＡ全農えひめ青果販売課は、11月13日、平
成24年産冬春野菜出荷協議会を開き、レタス・
冬春きゅうり・いちごなど主力７品目の販売基
本方針を決めました。
　栽培面積は、白ねぎ、レタス、冬春きゅうり
が前年を上回ったものの、全体では前年比99％
の209.9haを見込んでいます。共販量は、全品
目で前年を上回って全体では4,705ｔ（前年比
109％）を見込み、販売高は30.5億円を計画して
います。
　なお、市場からは、各品目とも、栽培面積・
出荷量の拡大と期間を通じた安定出荷、適確な
産地情報の発信、選別のＪＡ間・個人間の格差
是正などといった要望が出されました。
【販売基本方針】
１．企画販売等多元的販売の強化
　市場流通を基本に市場のパートナー化を図る
とともに、実需者販売・加工業務販売など販売
ルートの確立により、長期安定単価の確保と下
位等級の有利販売先確保をめざします。また、
品目別に「目標単価」を設定し、企画販売比率
の向上により有利販売をめざします。
　なお、企画販売は、39企画で１億8,300万円、

　ＪＡ全農えひめは、11月16日、冬春花き出荷
協議会を開き、夏秋期品目の販売状況の報告と
冬春期品目の販売方針を協議しました。
　夏秋期品目は、天候不順や需要低迷の影響な
どにより厳しい販売が続き、シンテッポウユリ
は数量が前年比112％の75.5万本と伸びたもの
の、単価が前年比86％の80円、販売金額は前年
比97％の6,798万円の実績（６月～10月）でした。
　冬春品目（11月～５月）については、デルフィ
ニウムが面積減少（前年比82％）に伴い29.6万
本（同77％）、オリエンタルユリが68.3万本（同
111％）、ユーカリ65.6万本（同105％）などの販
売を計画。

●平成24年産　冬春野菜出荷協議会

共販量4,705ｔ、販売高30.5億円を計画

●平成24年産　冬春花き出荷協議会

安定出荷と情報連絡体制の強化を確認

冬春野菜全体の９％を計画します。
２．販売促進活動の強化
　「えひめの食」企画と連携した販促・消費宣
伝活動で、産地情報・農産物の旬の美味しさや
生産者の思いを伝えるほか、対面型・生産者参
加型の「えひめフェア」の実施による試食・レ
シピ提案等を通じて、えひめ野菜のファン拡大
に努めます。
　また、消費者交流会を実施し、地産地消の促
進を図ります。
３．安全・安心の取組み
　農薬適正使用と履歴記帳の徹底や出荷資材等
の適正表記チェックなど危機管理体制の強化。

　販売基本方針では、愛媛チームとして産地間
の連携強化による拠点市場への長期継続出荷体
制の強化と需要期の数量確保・対応、情報連絡
体制の強化に取り組むことを確認。品質・選別
基準の徹底とイベント等を通じたPR活動などに
より、ブランド強化・地位確立に取り組みます。

平成24年産　冬春野菜出荷計画 単位：ha、トン、％

品　　目
平成24年産出荷計画 前年比（％）
面積 共販量 面積 共販量

レ タ ス 43.2 1,039.3 109 104
冬春きゅうり 21.7 1,244.1 101 104
い ち ご 33.3 1,129.9 96 113
ブロッコリー 51.8 347.6 96 114
ほうれんそう 31.4 260.2 99 136
白 ね ぎ 16.3 274.2 112 108
キ ャ ベ ツ 12.2 409.9 76 111
合 計 209.9 4,705.2 99 109

平成24年産　冬春花卉出荷計画 単位：ａ、本、％

品　　目
平成24年産出荷計画 前年比（％）
面積 共販量 面積 共販量

デルフィニウム 155 295,700 82 77
オリエンタルユリ 485 682,800 95 111
ユ ー カ リ 1,736 656,200 99 105
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　ＪＡ全農えひめと愛媛県果樹研究同志会・女
性果樹同志会は、10月24日、平成24年度早生み
かん果実コンクールを開催しました。最優秀の
県知事賞には、「宮川早生」を出品した西川勘
二さん（ＪＡにしうわ）が選ばれました。
　コンクールには、89点が出品され、果実の外
観と糖・酸のバランス等を基準に審査し、各賞
が決まりました。来年３月の果樹同志会大会で
表彰されます。
　入賞・出品物は、翌25日に開かれた「みかん
研究所参観デー」で展示されました。
　その他の受賞者は次の皆さんです（カッコ内
はＪＡ名・敬称略）。
▽全農愛媛県本部長賞＝石崎勝治（にしうわ）
▽果樹研究同志会長賞＝西村守（えひめ南）
▽女性果樹同志会長賞＝澤近栄彰（同）

●平成24年度早生みかん果実コンクール

県知事賞に西川勘二さん（ＪＡにしうわ）
▽優良賞＝二宮喜信（同）、松田光弘（にしうわ）、
小野寛（同）、竹内寿元（同）、土井哲次（おち
いまばり）

　東温市北野田の農産物直売所「ＪＡグリー
ンえひめ・フレッシュ市」は、10月26日（金）
～28日（日）の３日間、「実りの秋　収穫祭」
を開催し、28日には先着30組の親子を対象
に「芋掘り無料体験会」を開催しました。
　参加者は、店舗に隣接する畑で、「面白い
形の芋がとれたよ」などと歓声を上げなが
ら、袋に入りきらないほどサツマイモを収
穫。「こんなに採れることがないので面白
かった」　「お父さんに炭をおこしてもらっ
て焼き芋を作ってもらおう」「どんなお菓子
を作ろうか」などと楽しそうに芋を持ち帰っ
ていました。

●�ＪＡグリーンえひめ収穫祭

「芋掘り無料体験会」大盛況！
　ＪＡ全農えひめは、11月５日、愛媛オリ
ジナル品種の「紅まどんな」の本格出荷を
前に、ブランドイメージの維持・確立に向け、
砥部町のＪＡえひめ中央砥部経済センター
で「紅まどんな選果目あわせ会」を開きま
した。
　「紅まどんな」は、12月の贈答用商品とし
て市場・販売先から高い評価を受けており、
愛媛チームとして消費者・販売先の期待に
応える、品格・価格に見合った商品を提供
していくため、ＪＡの販売・選果担当者ら
を対象に、「ＪＡ全農えひめオリジナル品種
推進部会」と合同で、今回初めて目あわせ
会を開いたものです。
　会では、ＪＡ全農えひめの担当者が、出
荷要領と選果基準を具体的に説明し、基準
の遵守・徹底を呼びかけたほか、優良見本
園の視察研修を行いました。

●紅まどんな選果目あわせ会

品格・価格に見合ったブランド品の提供を！

▲県知事賞を受賞した西川さんの「宮川早生」
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　伊予市下吾川のＪＡえひめアイパックス㈱
ファーマーズマーケットいよっこらは、10月28
日、店内で第４回「子ども野菜の絵コンクール
表彰式」を開きました。
　『“やさい”と“わたし（ぼく）”「すきなやさ
い」「きらいなやさい」なんでも画いちゃおう』
をキャッチフレーズに幼稚園（保育園）の園児
を対象に作品を募集。年少部門23点、年中部門
16点、年長部門25点の計64点の応募があり、10
月10日の審査会で各賞が決まりました。表彰式
では、入賞者全員に賞状、お肉と野菜の詰め合
わせを贈りました。
　金賞入賞者は次の皆さん（敬称略、カッコ内
は幼稚園名）。
◆年少部門：【金賞】二宮尚紀（木の実）、井門
碧海（木の実）、畑野紫瑛（松山のぞみ）

●第4回「子ども野菜の絵コンクール表彰式」

年長部門金賞に川崎茜ちゃん
◆年中部門：【金賞】前野凌音（エンゼル）、勝
木心晴（エンゼル）、小河佐輔（北山崎）
◆年長部門：【金賞】川崎茜（椿）、池内雄哉（椿）、
菅颯花（エンゼル）

　㈱ひめライスは、11月19日、2012新米キャ
ンペーンの抽選会を開き、山本健吾社長ら
が、22,555通の応募の中から当選者1,000人
を選びました。なお、応募ハガキ１枚につ
き10円を「えひめ愛顔の助け合い基金」に
寄付します。
　キャンペーン期間中は、量販店を中心に
新米コーナーの設置や試食販売を行いPRに
努めましたが、全体的な消費低迷に加え米
の値上がりによる消費減退により、販売数
量は計画・前年を下回りました。
　㈱ひめライスでは、今年も12月24日から
２月29日まで「無洗米キャンペーン」を実
施し、県内産米を中心に消費拡大を図って
いきます。

●�ひめライス新米キャンペーン抽選会

当選者1,000人選ぶ
　愛媛県の農林水産業の振興や発展に功績
のあった個人・団体を表彰する『第21回愛
媛農林水産賞』の表彰式が、10月24日松山
市の愛媛新聞社で行われ、４団体が受賞し
ました。
　ＪＡ関係では、ＪＡ周桑アスパラガス部
会が優秀賞を受賞しました。同部会は、ぼ
かし肥料を使った独自の栽培や生産者によ
る県内外での販促活動、高度な選果機の導
入による消費者ニーズに合わせた出荷体制
の構築など、積極的な産地振興に取組み、
愛媛のアスパラガス産地を牽引してきた点
等が高く評価されました。

●第21回愛媛農林水産賞

ＪＡ周桑アスパラガス部会が優秀賞受賞

▲�芋掘りの体験を絵にして、年長部門で金賞を受賞した川
崎茜さん
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　「和牛維新！ 地域で延ばそう生産力　築
こう豊かな食文化」をテーマに、「第10回
全国和牛能力共進会」（主催：全国和牛登
録協会）が、10月25日～29日長崎県で開催
されました。この大会は、和牛の能力と斉
一性の向上を目指し、５年に１度全国の優
秀な和牛を一堂に集めて優劣を競う全国規
模の大会。愛媛県からは代表に選ばれた３
頭を出品しました。
　愛媛県代表牛の結果は、肉牛の部（第
９区〈生後24か月未満の去勢肥育牛〉）で、
ＪＡ愛媛たいき畜産センター出品の名号

「茂福栄」と高橋節雄さん（ＪＡ周桑）出
品の名号「三郎」２頭が１等賞、種牛の部（第
２区〈14 ～17か月未満の若雌〉）では、髙
橋義信さん（ＪＡひがしうわ）出品の名号

「みく」が２等賞に入りました。
　肉牛の部の２頭は、前回出品牛の成績を
上回り、愛媛県の和牛レベルの向上を示し
ました。

　愛媛県産農産物を使った新たな「えひめ
スイーツ」を募集する「えひめスイーツコ
ンテスト2012」（主催：えひめ愛フード推進
機構・愛媛新聞社グループ、共催：ＪＡ全
農えひめ）の最終審査が、10月23日に行わ
れました。
　コンテストのプロ部門では、愛媛県産柑
橘を使用した和洋菓子をテーマに募集した
ところ、県内外から応募があり、生菓子の
部で井川美帆さん（ザ・リッツ・カールト
ン東京）の「サンライト柚子」、焼菓子の
部で鎌田琢弥
さん（ルフラ
ン・ルフラン）
の「太陽の愛
蜜」がグラン
プリを獲得し
ました。

●「第10回全国和牛能力共進会」

肉牛の部出品の２頭が
１等賞

●えひめスイーツコンテスト2012

県内産かんきつ等を使っ
たスイーツが勢ぞろい

表しました。 “愛”は、月齢28 ヶ月以上、日本
格付協会が示す規格Ａ・Ｂ４等級でBMS№７番
以上の牛肉。今後は消費地の神戸市場で認めら
れるブランドに育てることにしています。
　その他の共励会受賞者は次の皆さんです（敬
称略・カッコ内はＪＡ名）。▽最優秀賞次席＝越
智秀清（おちいまばり）▽優秀賞首席＝山内荘
陸（ひがしうわ）▽同次席＝坂本英喜（えひめ南）
▽同３席＝堀内博（ひがしうわ）

　ＪＡ全農えひめ畜産部は、11月８日、神戸市
中央卸売市場西部市場で、第51回愛媛県肉畜見
本市共励会を開きました。
　29頭の黒毛和種が出品され、最優秀賞首席に
は宮本正義さん（ＪＡにしうわ）の出品牛が選
ばれました。
　今回の格付成績は、５等級５頭・４等級16頭
と４等級以上が72％。特に今回は品質の良い牛
が多く、特に入賞した５点はBMS№が７以上で
肉質面においても高い評価でした。セリでは、
デフレ傾向が続く厳しい販売情勢の中、29頭の
平均㎏単価1,868円（前年比86円高）とまずまず
の結果となりました。
　なお、ＪＡ全農えひめは、各地の銘柄牛が集
まる神戸市場で販売力・ブランド力を強化する
ため、10月４日に同市場で開催した伊予牛「絹
の味」枝肉研修会において、神戸市場限定出荷
のブランドとして“伊予牛「絹の味」愛”を発

●第51回愛媛県肉畜見本市共励会
最優秀賞首席は宮本正義さん（ＪＡにしうわ）

▲柚子を使用した「サンライト柚子」
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インフォメーション

金生ふれあい市
●℡／0896-58-3953（営業日のみ）

●営／毎週水・土・日曜の８：30～11：30

●住／四国中央市金生町下分2550－２

ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.144

素朴に、たくましく、歩み続けて20年。これからも、ずっと
金生ふれあい市 ～ＪＡうま～

　

金
生
川
と
そ
の
支
流
山
田
井
川
流
域
に
広
が
る
金

生
地
区
は
、
水
の
豊
か
な
農
作
物
栽
培
の
適
地
で
す
。

　

特
に
米
と
果
物
栽
培
が
盛
ん
で
、
夏
に
は
ブ
ド
ウ
、

イ
チ
ジ
ク
、
ナ
シ
が
並
び
、
８
月
末
に
は
新
米
が
、

秋
に
は
柿
、
冬
場
は
“
山
田
井
み
か
ん
”
目
当
て
の

方
も
多
く
な
り
ま
す
。
年
末
年
始
に
む
け
て
は
特
産

の
里
芋
を
は
じ
め
、
大
根
、
カ
ブ
、
白
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
水
耕
栽
培
の
ト
マ
ト
な
ど
野
菜
の

品
ぞ
ろ
え
も
豊
富
で
す
。
冬
季
限
定
で
干
し
柿
や
干

し
芋
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
も
出
て
き
ま
す
よ
。
直
売
所
は

開
店
一
番
か
ら
多
く
の
買
い
物
客
で
熱
気
ム
ン
ム
ン
、

寒
さ
が
吹
き
飛
ぶ
パ
ワ
ー
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

女

水

性
は
強
し
！

始
ま
り
は
軽
ト
ラ

が
お
い
し
い
と

農
産
物
も
お
い
し
い

　

金
生
ふ
れ
あ
い
市
は
平
成
３
年
に
金
生
町
農
協
（
当
時
）
の

選
果
場
で
婦
人
部
の
有
志
約
20
人
が
農
産
物
を
積
載
し
た
軽
ト

ラ
ッ
ク
を
産
直
市
に
見
立
て
た
週
１
回
の
対
面
販
売
に
始
ま
り

ま
す
。
平
成
20
年
、
Ｊ
Ａ
う
ま
金
生
支
店
経
済
セ
ン
タ
ー
跡
を

広
さ
約
２
５
０
㎡
の
店
舗
に
改
装
し
、
会
員
約
65
名
の
Ｊ
Ａ
う

ま
金
生
ふ
れ
あ
い
市
部
会
が
ま
る
ご
と
運
営
す
る
常
設
の
農
産

物
直
売
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

周
辺
は
製
紙
工
業
や
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
地
域
で
、
利
用
者
の
多
く
は
企
業
の
従
業

員
や
家
族
、
近
隣
の
高
齢
者
で
す
。
近
く
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
あ
る
も
の

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
小
売
店
が
な
く
、
新
鮮
な
地
元
野
菜
の
需
要
は
ま

す
ま
す
増
え
て
い

ま
す
。
出
荷
者
は

兼
業
農
家
が
多
い

の
で
、
出
荷
者
の

拡
大
と
直
売
所
の

知
名
度
ア
ッ
プ
へ

と
、
消
費
者
を
巻

き
込
ん
だ
イ
ベ
ン

ト
に
取
り
組
ん
で

い
く
予
定
で
す
。

高橋　博さん
（ＪＡうま金生ふれあい市部会　部会長）

「金生ふれあい市の野菜もお惣菜類もおいしいですよ。土・日
曜も開いているのでドライブがてら、また遠出途中のお弁当や
おやつの買い出しにも、是非お立ち寄りください。今日は、私
は柿を出荷し、これから仕事へ出勤です」

▲経済センター当時のままの外観

▲�店舗正面の窓ガラスに
貼られたアピール。こ
の一言に尽きる

　農産物と人気を２分するのが、
隣接の調理施設から毎朝できた
てが運ばれてくる各種惣菜です。
カラダにやさしい健康料理の食
材は、出荷野菜や規格外のもの
をフル活用。一人暮らしの高齢
者にはおでんやおから、ビジネス
マンの昼食には炊き込みご飯や

焼きそばに煮ものを添えて、金
時豆の天ぷらはおかずにもおや
つにもおすすめです。特産の里芋
を活用した里芋コロッケはつぶ
した里芋にヒジキが混ざったヘ
ルシー和風味。里芋お好み焼き
は生地に里芋ペーストが混じり、
モッチリ食感が楽しめます。

品

▲�金生ふれあい市惣菜部会。つくってい
るのは笑顔たっぷり、元気いっぱいの
おかあさんたち

▲�海と大地の恵みをとじこめた「里芋コ
ロッケ」と、金時豆の甘さとサクサク
感が一緒に味わえる「豆の天ぷら」

イベントカレンダー

◦１月初旬

◦８月

生姜湯の無料配布

アイスクリームの無料配布

アイデアと愛情たっぷり、おふくろの味
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インフォメーション

金生ふれあい市
●℡／0896-58-3953（営業日のみ）

●営／毎週水・土・日曜の８：30～11：30

●住／四国中央市金生町下分2550－２

ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.144

素朴に、たくましく、歩み続けて20年。これからも、ずっと
金生ふれあい市 ～ＪＡうま～

前田　朱美さん、長野　美千代さん
（金生ふれあい市　スタッフ）

「『カゴいっぱいでも1,000円前後で、安いし新鮮』と山盛り買っ
て遠方の子どもさんに送るお母さん、シルバーカーを押して来
られるおばあちゃん、朝の混雑を避けて惣菜が出そろうお昼前
にゆっくり来られる常連さん、いろいろな方とのふれあいにこ
ちらも元気をいただいています」

▲地魚もある

▲三島高校美術部のセンスが光るポップな壁面も必見

▲�餡の中にもう一つ栗餡が
入った「蒸しぱん」。１時
間足らずで売り切れとなる

▲�海老、人参、ゴボウ、シイタケ、揚げ、カ
ンピョウと、具だくさんのちらし寿司。お
米もつやつや！ 　画面からもおいしさが
伝わってきそうな「お寿司」

三島川之江

土居

新宮

高
知
自
動
車
道

徳島自動車道

松山自動車道

高松
自動
車道

上分ＰＡ

川之江東
ＪＣＴ

川之江
ＪＣＴ

伊予三島駅

川之江駅

N

★霧の森★霧の森

愛媛県紙産業研究センター愛媛県紙産業研究センター

かわのえ高原ふるさと館かわのえ高原ふるさと館

★翠波高原★翠波高原

紙のまち資料館紙のまち資料館

川之江総合支所川之江総合支所

ジャジャうま市★ジャジャうま市★

おいでや市おいでや市

川之江城址★川之江城址★

11 ★★
★★

金生ふれあい市

★★

★★★★

192

★
５

【広域map】【ピンポイントmap】

川之江郵便局前交差点

川之江総合支所前交差点

金生ふれあい市

金生川

９

５

N

★金生第一小学校★金生第一小学校

ＪＡうま金生支店ＪＡうま金生支店

★川之江郵便局★川之江郵便局

★四国中央市
　川之江総合支所
★四国中央市
　川之江総合支所

★★ ★

▲老若男女、様々な人が訪れる朝の風景

▲�冬場の各種農産物。名前を記したコンテナカゴ内の農産
物がまるごと一人の出荷者の商品だ。葉もの野菜の立ち
姿も美しい

▲�山田井川が流れる山田井地区の日当たり
のよい傾斜地でできた山田井みかん。お
尻がぷっくらとふくらんで割れているの
がおいしさの証し。今年も甘み、のって
ます

▲

�母娘で連れ立っ
てお買いもの。
「今日もたくさん
買いましたよ」
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R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

ま
す
。
夫
の
介
護
（
在
宅
）
が
だ
ん
だ
ん
長
く
な
り
ま

す
が
、皆
様
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
在
宅
介
護
は
手
探
り
な
の

で
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
今
治
市
・
門
田　

善
恵
さ
ん
）

●
「
花
ち
ゃ
ん
定
期
便
」
ワ
ン
コ
イ
ン
で
お
花
が
届
く
な

ん
て
、
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
で
す
ね
。「
花
育
」
っ
て
言
葉
も
す

て
き
で
す
。
切
花
だ
け
で
は
な
く
、
ミ
ニ
鉢
植
え
、
ミ

ニ
寄
せ
植
え
が
あ
る
と
も
っ
と
注
文
が
あ
る
の
で
は

…
。「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
宅
配
便
」
は
、
西
予
市
宇
和
町

に
は
Ａ
コ
ー
プ
店
が
な
い
の
で
、
Ａ
コ
ー
プ
商
品
等
が

欲
し
い
方
に
は
便
利
で
す
ね
。

（
西
予
市
・
安
岡　

光
代
さ
ん
）

●
「
花
ち
ゃ
ん
定
期
便
」
切
花
の
宅
配
便
で
す
ネ
。
と
て

も
さ
わ
や
か
、
心
が
パ
ッ
と
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
鮮

度
の
良
い
四
季
の
花
が
届
き
、心
の
ゆ
と
り
を
楽
し
む
、

本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
直
売
所
に
行
っ
て
も
一

番
に
花
を
見
て
い
ま
す
。
私
も
花
が
大
好
き
で
す
。
応

援
し
て
い
ま
す
。

（
西
条
市
・
越
智　

小
夜
奈
さ
ん
）

●
ク
ッ
キ
ン
グ
の
素
材
カ
ブ
…
漬
物
、
和
え
物
く
ら
い
し

か
使
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
け
ど
、「
メ
ン
チ
カ
ブ
」

に
な
る
と
は
。
こ
れ
な
ら
、
肉
・
肉
大
好
き
な
孫
た
ち

に
ウ
ケ
る
か
な
あ
ー
。
今
度
、
来
る
ま
で
に
作
っ
て
み

よ
う
か
！　

試
食
頼
み
ま
す
よ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。

　

地
元
の
選
果
場
・
保
内
共
選
が
名
前
を
変
え
、「
み
つ

る
共
選
」
と
な
り
ま
し
た
。
み
か
ん
の
出
荷
を
迎
え
、

こ
れ
か
ら
一
番
忙
し
い
時
期
で
す
。
応
援
し
て
く
だ
さ

い
。

（
八
幡
浜
市
・
二
宮　

高
子
さ
ん
）

●
カ
ブ
で
よ
く
シ
チ
ュ
ー
を
作
り
ま
す
。
カ
ブ
は
葉
の
部

分
も
美
味
し
い
で
す
よ
ね
。
ク
ッ
キ
ン
グ
で
は
３
つ
の

メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
で
し
た
が
、
特
に
「
メ
ン
チ
カ
ブ
」

が
い
い
で
す
ね
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
セ
ン
ス
も
光
っ
て
い
ま

す
！　

ま
た
、
カ
ブ
と
葉
を
入
れ
る
の
も
と
て
も
美

味
し
そ
う
な
の
で
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
で
ん
の
美
味
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
僕
は
職
場

で
お
で
ん
を
よ
く
作
る
の
で
す
が
、
作
る
た
び
に
う
ま

く
な
っ
て
き
て
、
最
近
で
は
皆
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て

く
れ
ま
す
。
そ
の
言
葉
が
う
れ
し
く
て
、
つ
い
つ
い
作

り
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
が
…
。

（
西
条
市
・
茎
田　

諭
さ
ん
）

●
特
集
「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
宅
配
便
ス
タ
ー
ト
」
を
読
ん

で
。
ス
タ
ー
ト
の
件
で
す
が
、
管
内
の
Ｊ
Ａ
で
は
参
加

し
て
い
な
い
の
か
、
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
も
っ

と
詳
細
な
記
事
に
し
て
全
県
下
で
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

（
松
前
町
・
福
島　

和
子
さ
ん
）

●
「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
宅
配
便
」
を
読
ん
で
。
最
近
、
大
型

ス
ー
パ
ー
に
押
さ
れ
て
か
、
小
売
り
の
青
果
店
が
高
齢

化
も
あ
り
閉
店
が
続
い
て
い
ま
す
。
近
く
の
小
さ
な
店

か
ら
ク
ル
マ
で
ス
ー
パ
ー
へ
、
私
た
ち
が
高
齢
に
な
っ

た
ら
、
一
体
生
活
に
必
要
な
日
用
品
を
ど
こ
で
買
う
の

か
、
家
を
引
っ
越
そ
う
か
、
頭
の
痛
い
悩
み
で
す
。
で

も
、
宅
配
の
ス
ー
パ
ー
も
出
て
き
て
、
Ｊ
Ａ
も
参
入
と

あ
ら
ば
、
未
来
は
明
る
い
。
明
る
い
老
後
を
迎
え
ら
れ

そ
う
な
世
の
中
で
ア
レ
。

　
「
彩
菜
今
治
店
」。
吹
き
さ
ら
し
、
さ
い
さ
い
の
生
産
者

か
ら
始
ま
り
、
さ
い
さ
い
と
お
友
達
し
て
ま
す
。
あ
の

頃
は
、
朝
ス
ナ
ッ
ク
エ
ン
ド
ウ
を
持
っ
て
い
っ
て
、「
こ

れ
い
く
ら
だ
っ
た
ら
買
っ
て
も
ら
え
る
」
と
聞
い
て
値

段
を
決
め
て
い
ま
し
た
…
。
楽
し
い
時
代
で
し
た
。
地

元
産
が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。（今

治
市
・
村
越　

久
美
子
さ
ん
）

●
エ
ッ
セ
ー
「
農
を
通
じ
て
命
を
考
え
る
」
続
け
て
こ
の

シ
リ
ー
ズ
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
岡
山
市
・
藤
本　

光
雄
さ
ん
）

●
「
農
を
通
じ
て
命
を
考
え
る
」
ほ
ん
と
に
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
何
に
対
し
て
も
命
は
あ
り
、
特
に
お
魚
の

活
造
り
の
お
さ
し
み
は
食
べ
ま
せ
ん
！
む
ご
く
て
…

さ
っ
さ
と
殺
し
て
あ
げ
た
ら
？
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。

感
謝
し
て
食
べ
な
け
れ
ば
、
バ
チ
（
罰
）
が
あ
た
り
ま

す
。
人
間
っ
て
自
分
勝
手
で
す
ネ
！　

動
物
や
植
物

の
痛
み
を
考
え
な
い
！

　

穴
場
の
お
食
事
ど
こ
ろ
、
喫
茶
店
、
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
な

ど
教
え
て
く
だ
さ
い
。（宇

和
島
市
・
兵
頭　

陽
子
さ
ん
）

●
エ
ッ
セ
ー
・
小
山
田
憲
正
様　

懐
か
し
く
拝
見
し
ま
し

た
。

　

女
性
部
総
会
の
講
演
を
お
願
い
し
た
り
精
進
料
理
を
い

た
だ
き
に
行
っ
た
り
、ご
縁
の
深
い
地
元
の
方
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
治
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
介
護
教
室
に
参
加
し
て
い

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

10
月
号
の
答
え
は
「
く
ら
し
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

竹
葉　

佳
子
さ
ん
（
宇
和
島
市
）　

唐
津　

沙
耶
さ
ん
（
今
治
市
）

篠
原　

君
代
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）　

成
高　

久
豊
さ
ん
（
西
条
市
）

渡
部　

貞
夫
さ
ん
（
東
温
市
）　　

高
橋　

静
枝
さ
ん
（
新
居
浜
市
）

竹
田　

勝
子
さ
ん
（
今
治
市
）　　

大
西　

初
美
さ
ん
（
松
山
市
）

石
村
て
る
み
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）　

戸
井　

純
子
さ
ん
（
東
温
市
）　

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
25
年
１
月
17
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
〜
ど
」
２
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法★今月号では、レインボーフェ

スティバル2012の様子と第35
回ＪＡ愛媛県大会の内容を紹
介しました。ＪＡと農業・食
料についての情報発信や理解
促進を図る取り組みが求めら
れています。
　3 ヶ月予報によると、今年の
冬は、気温が平年並みから
やや低めの予報となっていま
す。師走を迎え寒さも厳しく
なってきました。新年にむけ
て体調管理にご留意くださ
い。　

（正直）

品
種
名
を
「
愛
媛
果
試
第
28
号
」
と
い
い
、
糖
度
・

酸
な
ど
Ｊ
Ａ
の
品
質
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
に
限

り
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
名
は
？ 

「
紅
○
○
○
○
」
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約364kcal
ゴボウ	 100ｇ
薄力粉	 180ｇ
砂糖	 50ｇ
バター	 70ｇ

〈作り方〉
①　ゴボウは皮をタワシで洗い、５㎝長さに切っ
て、縦に４等分する。
②　水にさらして、水気をとり、片栗粉をまぶす。
③　Ⓐの調味料を合わせておく。
④　②を揚げて、③にからめる。

ゴボウの揚げ物 ゴボウサブレゴボウご飯

〈作り方〉
①　もち米は洗って水につけておく。
②　ゴボウは笹がき、牛肉は食べやすい大きさに
切る。

③　②を炒めてⒶで煮る。
④　米を炊飯器に入れ、③と合わせて３合分の水
を入れて、炊く。

⑤　炊きあがれば、小口切りのネギをちらす。

※銀杏の水煮や三つ葉を散らしてもよい。

〈作り方〉
①　ゴボウは皮をタワシで洗い、すりおろす。
②　バターと砂糖を混ぜあわせ、ふるった薄力粉
と①を加えて、粉気がなくなる程度に混ぜる。
冷蔵庫で30分ほど休ませる。

③　②を冷蔵庫から出し、平台で５㎜厚さにのば
して、長方形にカットする。

④　170℃のオーブンで約20分焼く。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約152kcal
ゴボウ	 １本
　醤油	 大さじ１･1/2
　ミリン	 大さじ１･1/2
　砂糖	 大さじ１
片栗粉	 少々
揚げ油	 適量

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約272kcal
ゴボウ	 150g
もち米	 ３合
牛肉（薄切り）	 100ｇ
青ネギ	 １本
　醤油	 大さじ３
　酒	 大さじ３
　砂糖	 大さじ２
　だし（顆粒）	 小さじ1/2
　塩	 小さじ1/2
　水	 適宜

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大西　望先生

▲

（
左
）
ゴ
ボ
ウ
ご
飯
、（
前
）
ゴ
ボ
ウ
の
揚
げ
物
、（
右
）
ゴ
ボ
ウ
サ
ブ
レ

Ⓐ

Ⓐ

愛媛で大切に育てられた、みかん、ぽんかん、ひめぽんきよみ、はるみの
５種類を詰め合わせにしてお届けいたします。
大切な方へのご贈答や、ご家族での飲みくらべなど、いろいろな用途でお
楽しみいただけます。

みかん、ぽんかん、ひめぽん、きよみ、はるみ
５つのおいしさを飲みくらべ

〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com
〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com

POM　愛媛の柑橘ジュース詰め合わせ（緑箱）POM　愛媛の柑橘ジュース詰め合わせ（緑箱）POM　愛媛の柑橘ジュース詰め合わせ（緑箱）
大切な方への贈り物に　えひめ飲料　通販限定商品大切な方への贈り物に　えひめ飲料　通販限定商品

【190gビン／24本入り　3,500円（税抜）】
送料全国一律500円
（5,000円以上後購入で送料無料）

セット内容
　愛媛みかん 190ｇビン 8本
　愛媛ぽんかん 190ｇビン 4本
　愛媛ひめぽん 190ｇビン 4本
　愛媛きよみ 190ｇビン 4本
　愛媛はるみ 190ｇビン 4本

大地の匂いと特有の食感
繊細な味わいが食欲をそそる

今月の素材

ゴボウ

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。


